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　Schools’ Coordination with applicable external organizations and professionals is necessary for 
children’s mental health problems in an increasing number of cases, and the role of school counselors is 
increasingly important in Coordination. The purpose of this study was to model the process in which 
children’s mental health problems improved by school counselors’ coordinating with external 
organizations. We conducted a semi-structured interview with a school counselor working in a junior high 
school and analyzed and described four cases using the Trajectory Equifinality Model (TEM).
　The school counselor evaluated the need to coordinate with external organizations from four 
perspectives: 1. the student is highly dangerous or the situation is very urgent; 2. the student is diseased; 3. 
the student may have a disorder and needs to be medically examined; 4. the situation is beyond the ability 
of school counseling support. In addition, it was suggested that “the trust of students, guardians, teaching 
staff,” “a shared understanding among teaching staff,”
information on related organizations,” “expertise,” and others were the major factors in the school 
counselor’s collaborating with external organizations and improving problems.
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る 。 そ れ ら に 対 す る 社 会 的 ガ イ ド は 、
《SD5：関係機関の情報》、《SD6：教職員の
役割分担》、《SD7：生徒や保護者からの信
頼》、《SD8：専門機関からの情報》であ
る。
　SCは、様々な《関係機関の情報》、《専門
機関からの情報》に基づいて、適切なアセス
メントや関係機関の選定を行っている。SC
は、生徒や保護者への説明や了解に当たっ
て、複数の関係機関の情報や連携の仕方を提
供すること、抵抗感の少ないところから連携
を図ること、教職員で役割分担して家庭訪問
を行うことなどの配慮をして、柔軟なコー
ディネートをしている。
３）第Ⅲ期：外部連携した後の期間
　等至点（EFP3）を【好転する】、両極化し
た等至点（P-EFP）を　[好転しない]　とした。
SCは【生徒や保護者の話を聴く】ことで、外
部連携後の状況を把握している。必要によっ
ては、【関係機関と連携して対応する】こと
もしている。外部連携したことで【好転す
る】という場合もあるが、事例Aのように
【好転しない】場合には、薬の使用など、医
師に伝えた方がよいことを【生徒や保護者に
助言する】ことをしている。また、発達障害
の診断がやはり必要であるとして【BFP8：他
の外部連携をした方がよいかどうか判断す
る】時には、【BFP8：子どもや保護者に説明
し他と外部連携する】ことを行っている。
　外部連携後のSCの生徒や保護者への関わり
が非常に重要であることが分かった。外部連
携がうまくいっていない時には、状況を見極
め、生徒や保護者への助言や他の関係機関の
紹介、行動連携などを実践している。SCは生
徒や保護者から話を聴くことで、状況が好転
しているかどうか、外部連携が適切になされ
ているかの判断を行っていた。好転していな
スクールカウンセラーによる外部機関との連携のプロセスのモデル化
57
間とプロセスの視点から描出した。勤務時間
が限られていたり、委員会などのメンバーで
なかったりして、連携しにくい状況にあって
も、SCは連携の必要性を感じ、様々な手立て
を駆使して、根気よく柔軟な外部連携を図っ
ていた。今回の調査では、外部連携において
経験豊かなSCを対象者とした。SCが必ずしも
外部連携について経験があるとは限らない。
しかしながら、心の健康問題で外部連携を必
要としている子どもが多くいる現状におい
て、SCは、子どもの心の健康問題における役
割は大きい。SCの専門性をどう活かすのか
は、SC個人の問題ではなく、学校という組織
全体の問題である。学校においてSCの専門性
を活かす取組をしていくことが必要である。
　心の健康問題に関する外部連携についての
面接調査だったため、他害や触法行為の事例
は含まれていなかった。今後の課題は、他害
や触法行為も含めて、警察などの関係機関と
の連携におけるSCの関わりも視野に入れ、調
査研究することである。
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